
2021年 l月1日

号
制問一
5
1
一

7
l
一

第

m一

免

仏
教
の
祈
り

|
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
|

令
和
2
年
は
、
多
く
の
人
々
が
新
型

一
い
る
限
り
日
本
で
的
憾
被
症
(こ
れ
か

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
因
さ
れ
た
年

一
ら
は
日
本
風
に
「
疫
病
」
と
記
し
ま

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え

一
す
)
の
初
出
は
勲
神
天
皇
の
時
代
だ

ば
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
外
一
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

『目

出
の
自
粛
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
学
校
の
オ
ン

一
本
簿
従
』
P
沖
紅

白主

2
:

ラ
イ
ン
授
業
等
々
挙
げ
た
ら
キ
リ
が

一

囲
内
に
疾
疫
多
ノ
い
れ
穴
民
死
亡

あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
当
た
り
前
に
行

一

れ
る
者
有
り
て
、
旦
大
半
ぎ
な
む

っ
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
ス
ト

一

と
す

レ
ス
を
実
感
し
た
方
も
多
く
い
る
の
で

一
と
い
う
文
が
あ
り
、
疫
病
に
よ
り
人
口

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一

の
半
分
の
方
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
分

し
か
し
、
今
回
の
よ
う
な
感
染
症
と

一
か
り
ま
す
。

の
闘
い
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
は
あ
り

一

し

か
し
、
崇
神
天
皇
が
生
き
た
の
は

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
天
然
痘
、
ペ
ス
ト
、
コ

一
古
墳
時
代
で
あ
り
、
ま
だ
日
本
に
仏

レ
ラ
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、

S
A
R
S等
々
一
教
が
入
っ
て
く
る
以
前
の
こ
と
で
す
。

感
染
症
は
幾
度
と
な
く
、
人
類
に
猛
一
そ
の
た
め
、
ま
だ
ま
だ
当
時
の
人
々
は

威
を
振
る
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
か
ら

一
疫
病
に
感
染
し
た
ら
最
後
、
希
望
も

で
す
。

一

な
く
、
坐
し
て
死
を
待
つ
他
な
か
っ
た

そ
こ
で
今
回
は
、
日
本
人
が
ど
の
よ

一
の
で
す
。

う
に
感
染
症
と
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
、
一

そ
し
て
時
代
は
移
り
飛
鳥
時
代
に

さ
ら
に
は
日
本
仏
教
界
が
ど
の
よ
う
に

一
な
る
と
、
仏
教
が
伝
来
し
、
徐
々
に
国

感
染
症
と
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
ご

一
家
、
民
衆
の
中
に
仏
教
を
拠
り
所
と

紹
介
し
ま
す
。

一

す
る
希
運
が
高
ま
り
ま
す
J

そ
も
の
よ

一

号

az
e
h
ζ

伺
ゐ
一
切

ま
ず
初
め
に
、
歴
史
資
料
に
残
っ
て

一
う
な
希
運
は
聖
徳
太
子
(厩
戸
皇
子
)
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が
制
定
し
た
「
十
七
を
ι
富

」
に
も

「鯵
く
司
訟
を
敬
い
(
三
宝
と
は
仏
仏

の
教
え
・
教
え
を
守
る
人
々
)
:
」
と
い

う
文
章
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
も
分
か

る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
沸
片
山
移
り
奈
良
時
代
に

な
る
と
、
「天
然
痘
」の
大
流
行
が
起
こ

り
、
日
本
仏
教
界
と
疫
病
と
の
歴
史
が

始
ま
り
ま
す
。

t
t
tぇ

奈
良
時
代
は
主
に
、
h
伏
線
場
会
じ

と
い
β
法
幅
広
に
被
っ
て
、
護
国
成
就
、
鎮

護
陸
家
、
万
匹
町
豊
新
、
そ
し
て
疫
が
桝

榔
な
ど
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
相」
の
「
大

般
若
会
」
で
は
「
大
般
若
経
」
と
い
う
お

経
を
用
い
る
の
で
す
が
、こ
の
お
経
は
六

O
O
巻
と
い
う
大
変
長
い
お
経
で
す
。

ち
な
み
に
、皆
さ
ん
に
も
馴
染
み
の
あ

る
「
般
若
心
経
」
も
実
は
こ
の
中
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
疫
病
除
滅
の

た
め
に
「
大
般
若
会
」
が
開
催
さ
れ
た

の
は
七
七

O
年
(
現
制
元
年
)
が
最
初

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
大
般
若
会
」
は
現
在
で
も
行

わ
れ
て
お
り
、
六
O
O巻
の
お
経
を
お

唱
え
す
る
の
は
難
儀
な
た
め
、
「
駒
郡
」

と
い
っ
て
経
本
を
バ
ラ
バ
ラ
と
め
く
り
、

読
ん
だ
こ
と
に
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
パ
-
認
フ
止
一
く
る

際
に
生
九
九
る
風
を
「
勧
を
の
党
風
」
と

いい
、盆
殺
あ
ら
た
か
な
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

一方
、
同
時
代
に
は
、
僧
侶
が
唱
え

る
お
経
の
力
だ
け
で
は
な
〈
、
一般
の

人
々
の
力
も
結
集
さ
せ
て
疫
病
を
防

ご
う
と
考
え
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
聖
武
天
皇
で
あ
り
、
飽
く
仏

教
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
疫
病
や
災
害
を

抑
え
込
む
た
め
に
各
地
に
国
分
寺
を

創
ら
せ
、
さ
ら
に
は
当
時
の
都
で
あ
る

奈
良
に
巨
大
な
仏
像
を
造
立
さ
せ
ま

し
た
。
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
通
り
い
に

の
仏
像
が
「
東
大
寺
の
大
仏
(
慮
舎
那

仏
)」で
あ
り
、
疫
病
を
鎮
め
る
祈
り

の
中
心
地
と
し
て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
仏
を
造
る
た
め
に
、
優

秀
な
僧
侶
を
集
め
、
経
典
の
研
究
を

さ
せ
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

(6
ペ
ー
ジ
に
続
く
)



(1
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
)

以
上
大
ま
か
に
、
仏
教
界
の
主
な

疫
病
除
滅
に
対
す
る
活
動
で
あ
る

「
大
般
若
会
」
と
「
大
仏
の
造
立
」
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
以
外
に
も
、
お
護
摩
祈
祷
や
疫
病

封
じ
(
疫
病
退
散
)
の
お
守
り
の
頒
布

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。そ
れ
は
今
日
で
も
同
様
に
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
り
始
め
た
頃
か
ら
、

全
国
各
地
の
神
社
仏
閣
で
早
期
終
息

(6) 第75号

初薬師大護摩修行(ご縁日)
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を
願
い
、
神
仏
へ
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
当
寺
で
も
お
護
摩
の
際

に
は
終
息
を
願
い
、
そ
し
て
お
守
り
の

頒
布
も
併
せ
て
続
け
て
い
ま
す
。慈林薬師

疫病除滅祈願お守り

争

一全
一全
一生
一全
一足
一就
一就
一就
↑就
一企
画

一陸
一陸
一封
一札

覧

一段
一浅
一明
一浅
一清
一味
一鴻
一晴
一時
一段
一市
一清
一一一
ニ
一

一
一場
一骨
一事

-f
一
ι
一宇
一枯
一時
一町
一品
一勝
一災
一
二

一
一
l
l

意

一工
一作
一
工
一
肱

一間

一入

一合
一
学
一
就
一
交
一
必
一
方
一
六
一
虫
一
向

願

一全
一盛
一全
一院
一就
一足
一全
一院
一除
一癒
一見
一荘
一癒
一昌
一栄

摩

一安

軍

一安
一i
一成
一揖
一安
一揖
一消
一平
一息
一成
一平
一陸
一票

護

一内

克

一体
一担
一顧
一産
一上
一量
一雄
一揖
一揖
一樹
一暢
一週
一章

+

一家
一商
一身
一厄
一心
一安
一身
一火
↑見
一当
一無
一手
一負
一社
一事

慈林薬師大護摩
U 吋(1，. 1，....山知.

慈林薬師でU毎月 8日ごf.従の路願成就を祈

轡主る御瞳摩を修法レ主います。御陵摩の盈議

訓量は、数限りな〈主語多〈の方Tから信仰をい

ただいております。

街並晶とは
露出品;起を自主量とし、その前にsaを必ず
きまざまな企揺を晶げ岳事長という特別なま

き?焚いて守持Ld首警の繰です・品
鰻摩の火は智績を象俊し まきは煩悩を表わし

ています.御陵康の品語"を通じてまきという煩

悩を薬師如時の智惣の炎で焼きつ4」五、ご信徒
の願いが滑浄な願いとして高まり成就すること

を祈ります.

.お護摩料.

特別大筒摩料 30，000円以上

大謹摩料 10，000円
瞳麿料 5，000円

護摩料 3，000円

多
く
の
人
々
が
各
々
の
立
場
で
コ
ロ

ナ
の
終
息
に
向
け
て
頑
張
れ
る
よ
う
に
、

仏
教
界
は
今
後
も
祈
り
続
け
て
い
き

ま
す
。
来
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
に

な
る
よ
う
祈
念
し
て
。

合
掌

(
副
住
職

事
思
寿
記
)
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富
民
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慈
林
薬
師
体
験
夏
祭
り

中
止
の
ご
報
告

一昨
昨
年
か
ら
始
め
た
体
験
夏
祭
り

で
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
や
む
な
く
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
ま
し
た
。

徐
々
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た

体
験
夏
祭
り
で
す
が
、
や
は
り
各
体
験

と
も
に
密
を
避
け
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
は

流
し
そ
、
つ
め
ん
な
ど
の
飲
食
を
伴
う

も
の
も
あ
り
、
参
加
い
た
だ
く
方
々
の

安
全
を
考
慮
し
て
の
決
断
で
す
。

こ
の
体
験
夏
祭
り
が
来
年
以
降
、
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
、
ヲ
に
企
画
を
練

り
上
げ
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

流しそうめん体験写経体験


